
３ その他（報告事項）



１ 救急DXの導入(AI救急の動向)

(1) AIを活用した救急隊運用最適化の研究
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１ 救急DXの導入(AI救急の動向)

(2) 研究成果①の具体例
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１ 救急DXの導入(AI救急の動向)
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１ 救急DXの導入(AI救急の動向)

(2) 研究成果②の具体例
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１ 救急DXの導入(AI救急の動向)
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１ 救急DXの導入(AI救急の動向)
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１ 救急DXの導入(AI救急の動向)
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１ 救急DXの導入(AI救急の動向)
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１ 救急DXの導入(AI救急の動向)
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１ 救急DXの導入(AI救急の動向)
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平成28年度「救急業務のあり方に関する検討会」において、「消防庁としては、事業の実施を通知で促すこ

とにとどまらず、（中略）現地に行き、必要な助言を行うなどフォローアップをすることにより、救急業務のレベ

ルアップにつなげていく必要がある」との報告を受けて実施している。

２ 救急業務に関するフォローアップ

① 背景・目的

○ アンケート調査

・都道府県、消防本部及びMC協議会を対象に「救急救命体制の整備・充実に関するアンケート調査」等

を実施。

○ 個別訪問

・平成29年度から３年間、令和２年度から４年間で全都道府県を訪問した。昨年度から３巡目として、

令和９年度までの４年間で全都道府県を訪問する予定。

令和６年度訪問実績：12府県（岩手県・福島県・茨城県・埼玉県・山梨県・愛知県・

三重県・京都府・大阪府・奈良県・佐賀県・沖縄県）

令和７年度：12地域（予定） 令和８年度：12地域（予定） 令和９年度：11地域（予定）

・各都道府県（消防防災主管部局、衛生主管部局）及び消防本部を訪問し、救急業務を巡る目下の状況、

過去に消防庁が発出した通知等の取組状況、各地域の課題や先進的な取組等についての調査を実施。

② 取組内容
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